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テラヘルツ波は種々の特性によりイメージングや非破壊検査に応用が期待されており、簡便な

実験系の単色テラヘルツ波光源の開発が望まれている。そこで、我々は TypeⅡコリニア位相整合

によるテラヘルツ波光源を提案する。従来のニオブ酸リチウム結晶(LiNbO3：LN)を用いたテラヘ

ルツ波発生は、ノンコリニア位相整合で実施されてきた。しかし、ノンコリニア位相整合では結

晶の角度による調整が必要になり、高効率なテラヘルツ波の発生が困難である。また、実験系が

複雑といったデメリットがある。そこで、本研究では TypeⅡ位相整合を用いることでバックワー

ド位相整合を可能とし、簡便なテラヘルツ波光源の開発を行った。 

LN 結晶の常光、異常光の屈折率差を利用することで、励起 2波長光の波

数ベクトルが k1＜k2となるように調整することが可能である。このとき、

右図の関係を満たすとバックワード位相整合が実現できる。テラヘルツ波

は、2波長光と反対方向に伝播する。 

図 2に実験系を示す。θ＝90°、φ＝0°にカットされた LN 結晶に対し、2

波長光λ1、λ2 をそれぞれ異常光、常光になるように入射した。励起光は

穴あき放物面鏡を通して結晶に入射しており、バックワードに発生したテラヘルツ波を当該放物

面鏡によりコリメートした後、Siボロメータに集光し検出した。詳細は当日報告する。 
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図 1 波数ベクトル 

図 2 TypeⅡバックワード位相整合を用いた実験系 図 3 θ＝90°、φ＝0°におけるテラヘルツ波出力 
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